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平成２６年４月２５日（金）

問い合わせ先

国土交通省関東地方整備局常総国道事務所 電話 ０２９－８２６－２０４０（代表）

副所長 池田 一壽 計画課長 佐藤 潤

東日本高速道路株式会社関東支社水戸工事事務所 電話 ０２９－２５３－３０００（代表）

副所長 中川 純一 工務課長 小島 裕隆

いけだ かずじゅ さとう じゅん

国土交通省関東地方整備局 常総国道事務所
東日本高速道路株式会社 関東支社 水戸工事事務所

国土交通省関東地方整備局と東日本高速道路株式会社が共同で事業を進めている国道４６８号

首都圏中央連絡自動車道（圏央道）の稲敷ICから神崎IC間（延長１０．６ｋｍ）が、平成２６年

４月１２日（土）１５時に開通しました。

開通直後の交通量は以下のとおりです。

発表記者クラブ

竹芝記者クラブ、神奈川建設記者会、茨城県政記者会、千葉県政記者会

圏央道の稲敷ICから神崎IC間

＜速報＞新たに開通した圏央道の交通量をお知らせします

いなしき

※１ 交通量はETC車以外も含む全車種合計の本線交通量(トラフィックカウンター[道路に備え付けられている交通量(概数)の自動計測装置]による速報値)
※２ 天候は龍ヶ崎市の昼の時間帯(6:00～18:00)で最も多かった天気を記載（気象庁ホームページより）

こうざき

日付

日別交通量※１

備考 天候※２

稲敷IC ～ 稲敷東IC 間 稲敷東IC ～ 神崎IC 間

４月１２日（土） ３，１００台 ２，９００台
15時開通
9時間交通量

晴れ

４月１３日（日） ６，１００台 ５，３００台

24時間交通量

晴れ

４月１４日（月） ３，５００台 ２，７００台 晴れ

４月１５日（火） ３，６００台 ２，７００台 晴れ

４月１６日（水） ３，６００台 ２，７００台 晴れ

４月１７日（木） ３，６００台 ２，７００台 晴れ

４月１８日（金） ３，５００台 ２，６００台 曇り

４月１９日（土） ４，５００台 ３，５００台 晴れ

４月２０日（日） ４，３００台 ３，４００台 曇り

なかがわ じゅんいち こじま ひろたか



凡 例

開通済区間

事業中区間

今回開通区間

■新たに開通した区間の位置図

●首都圏中央連絡自動車道（圏央道）は、首都圏の道路交通の円滑化、沿線都市間の

連絡強化等を目的とした都心から半径およそ40～60kmの位置に計画されている総延長

約300kmの環状の自動車専用道路です。４月１２日の開通により約1８0kmが開通し

ています。

●新たに開通した区間の概要

路 線 名 ：国道４６８号首都圏中央連絡自動車道（圏央道）

○開 通 区 間：稲敷IC（茨城県稲敷市沼田）～神崎IC（千葉県香取郡神崎町松崎）

○開 通 日 時：平成２６年４月１２日（土） １５時

○延 長：１０．６ｋｍ

○車 線 数：暫定２車線

○開 通 IC：稲敷東IC、神崎IC

○アクセス道路：（一）江戸崎下総線、国道３５６号
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全体図

平面図

平成26年４月12日（土）
１５時 開通

いな しき し ぬま た か とり ぐん こうざき まち まつざき

平成15年3月29日
開通済

平成19年3月10日
開通済

平成21年3月21日
開通済

平成22年4月24日
開通済

至 福島

至

埼
玉

至

東
京

至

潮
来

至 千葉

平成26年度
開通予定

至 木更津

平成27年度
開通予定※

※土地収用法に基づく手続きによる用地取得等が速やかに完了する場合

いなしきひがし こうざき

え ど さきしも ふさ

圏央道開通区間概要


